
白 

寿
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

電
話　

七
五
―
三
二
三
二
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春
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ

   

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長      　
　
　
　

   

広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長　

〕
各
位

一
、
日
時　

４
月
㉘
日
㈮　

受
付　
　
　

９
時
㉚
分
～

　
　
　

     　

 　
　
　
　
　

 

総
会
開
始　

⓾
時

二
、
場
所　

藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
案
件

一
、    

日　

時　

５
月
⓭
日
㈯　

午
前
９
時 

開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
８
時
30
分
～
）

二
、
場　

所　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、   

対
象
者　

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
わ
ず
。

四
、    

種　

目　

個
人
戦
の
み
（
午
前
３
試
合
）

　
　
　
　
　

  

☆
３
回
戦
の
取
得
点
数
の
合
計
点
で
決
定
。

五
、    

会　

費　

壱
千
円　
（
賞
品
・
弁
当
代　

当
日
集
金
）

六
、
申
込
締
切　

4
月
㉘
日
㈮
迄 

両
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

七
、    

そ
の
他 　

   （
電
話
で
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　

①
大
会
は
町
老
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他
必
要
な

　
　

事
項
に
つ
い
て
は
、
当
日
説
明
し
ま
す
。

　

②
表
彰
は
１
位
～
10
位
迄
と
、
飛
び
賞
・
ブ
ー
ビ
ー
賞
で

　
　

す
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③
昼
食
は
、
事
務
局
で
用
意
し
、
持
ち
帰
り
と
し
ま
す
。

　

④
大
会
会
場
で
「
賭×

×け
・
飲×

×酒
・
喫×

×煙
」
は
禁
止
で
す
。

　

⑴
令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

⑵
令
和
５
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

に
つ
い
て

　

⑶
そ
の
他 

四
、
交
通
安
全
・
特
殊
サ
ギ
防
止
講
習
会
（
弘
前
警
察
署
）

五
、
参
集
範
囲 

　
　
　

各
単
位
ク
ラ
ブ
３
名
以
内
、
専
門
部
3
名
以
内
、

　
　
　

広
報
委
員
３
名
、
女
性
部
３
名
・
若
手
委
員
9
名

六
、
申
込
締
切
　
4
月
⓭
日
㈭

　
　

各
単
位
ク
ラ
ブ
に
は
「
白
寿
４
月
号
」
に
申
込
書
を
同

　
　

封
し
、
専
門
部

4

4

4

・
女
性
部

4

4

4

は 

、
藤
崎
・
常
盤 

両
福
祉

　
　

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　

※
４
月
⓭
日
㈭
理
事
会
迄
に
左
記
申
込
先
へ
提
出
し
て

　
　

下
さ
い
。
（
電
話
で
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

七
五
―
二
一
二
八

　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
九
―
五
二
六
二

館
川
シ
ニ
ア
倶
楽
部
で
は
、
令
和
4
年
度
に
地
域
住
民
の

交
流
活
動
を
通
し
て
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
供
が
助
け
合

い
な
が
ら
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

会
合
を
持
ち
な
が
ら
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
と
共
に
、
若
い
世

代
や
子
ど
も
達
の
主
体
的
な
参
加
を
促う
な
がし
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
笑
顔
で
あ
り
た
い
と
期
待
し
、
こ

の
活
動
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
県
老
連
の
事
業
で
、
令
和
４
年
度
「
地
域

高
齢
者
担
い
手
事
業
」
の
補
助
を
受
け
実
現
す
る
こ
と
が
出

來
ま
し
た
。
事
業
の
内
容
は

1 

多
様
な
生
活
支
援　
　

2 

多
様
な
集
い
の
場
づ
く
り

3 

見
守
り
支
援　
　
　
　

4 

健
康
づ
く
り

の
四
項
目
を
重
点
に
し
て
い
ま
す
。

◎　

こ
の
事
業
を
実
施
し
て

⑴
．
新
規
加
入
者
が
あ
り
、
毎
月
２
回
〝
い
き
い
き
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
〟
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
交
流
が
多
く
な
り
お

互
い
の
支
え
合
い
が
活
発
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑵
．
月
１
回
の
脳
ト
レ
を
行
い
、

在
宅
支
援
・
見
守
り
支
援
や
安

否
確
認
等
の
情
報
交
換
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

⑶
．
地
域
高
齢
者
担
い
手
３
名

程
が
、
活
動
を
通
し
て
成
長
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
活
動
に
は
積

極
的
に
参
加
協
力
し
て
自
主
的

活
動
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度

は
、
藤
崎
町
老
連

で
は
、
館
川
シ
ニ

ア
倶
楽
部
の
他
に

以
下
の
団
体
が
こ
の
事
業
に
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
①
白
子

高
砂
会　

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部　

③
ふ
じ
健
大
Ｏ
Ｂ
会

（
県
老
連
主
催  

健
康
福
祉
大
学
校  

藤
崎
町
卒
業
生
の
会
）
も
一
団

体
当
た
り
５
万
円
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
も
県
老
連
で
は
、
こ
の
事
業
を
継
続
し
て
行

う
予
定
で
す
。〝
い
き
い
き
サ
ロ
ン
〟
を
行
っ
て
い
る
処
の

参
加
団
体
は
、
応
募
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

４  月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 土 レクダンス部  9:30
2 日
3 月 芸能部 12:00

4 火 老連役員会 10:00
囲碁・将棋部 12:30

5 水

6 木 女性部役員会 10:00
囲碁・将棋部 12:30

７ 金
8 土 レクダンス部  9:30
9 日

10 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

11 火 囲碁・将棋部 12:30
12 水 茶道部 13:00

13 木 老連理事会（文化セ） 10:00
囲碁・将棋部 12:30

14 金
15 土
16 日
17 月 芸能部 12:00

18 火 補助金申請相談日 17~18 9 時 ~ 正午
囲碁・将棋部 12:30

19 水

20 木 囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

21 金
22 土
23 日

24 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

25 火 囲碁・将棋部 12:30
26 水 茶道部 13:00

27 木 囲碁・将棋部 12:30
【白寿】配布日 16 時以降

28 金 老連総会（文化セ） 10:00
29 土 昭和の日
30 日

木　蓮
季節：春

町
老
連
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

◇
町
老
連
理
事
会
の
お
知
ら
せ
◇

　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長　
　
　
　
　

　

広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長　

〕
各
位

一 

日
　
時
　
４
月
⓭
日
㈭
　
午
前
⓾
時

二 

場　

所　

藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

三 

案　

件

 

⑴ 

令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

 

⑵ 

令
和
５
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

に
つ
い
て

 

⑶ 

令
和
４
年
度
実
績
報
告
書
・
令
和
５
年
度
補
助
金
等

　
　

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

 

⑷
そ
の
他

四
、
お
願
い　

　
　
　

会
長
・
部
長
・
委
員
長
が
欠
席
す
る
場
合
、
必
ず

　
　
　

代
理
役
員
等
を
出
席
さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
お
願       

　
　
　

い
し
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
は
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
川
シ
ニ
ア
倶
楽
部

館川地域担い手事業の実施内容

月　日 参加者 内　　　容 講　　　師
8 / ㉑ ⓭名 ・フレイル予防

・県の健康課題は？
   講師　藤崎町福祉課保健
　　　　   佐藤　竜光氏

8 / ㉘
9 / ⓫
9 / ㉕
⓾ / 9
⓾ / ㉓
⓫ /13

㊿名
・認知症予防のための
      脳トレ学習

・いきいき健康体操
・軽スポーツ（ペタンク）

運営　  会長　木村トモ子

⓫ / ㉗ ⓳名 ・研修旅行（ロマントピア）
・ペタンク大会

  講師　福田　慶子氏
　　　  加福　和子氏

⓬ / ⓫ ⓳名 ・減塩料理教室
講師　藤崎町栄養士

　　　　成田　由美子氏
藤崎町食生活改善推進委員

　　　　須藤　弘子氏

⓬／⓭ ⓰名
・防火講習
・救急法
・消火器使用法

講師　弘前地区消防事務組合
　　　  東消防署北分署　
　　　　　金﨑　敏行氏

1 ／⓯ ㉑名 ・お花教室
「フラワーアレンジメント」

講師　    佐々木陽子氏

1 ／㉒ ⓱名 ・地域高齢者担い手
     事業の総括と問題点

 運営　会長　木村トモ子

生け花講習（フラワーアレンジメント） 料理講習 ペタンク競技を楽しむ
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平
成
⓯
年
２
月
村
内
神
社
で
年
縄
が
奉
納
さ
れ
て
る
地
区

は
榊
、
徳
下
、
福
島
、
福
館
、
常
盤
の
五
社
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
縄
は
、
作
り
方
や
大
き
さ
に
大
小
の
差
が
あ
り
、
ま

た
奉
納
に
当
た
っ
て
も
軽
ト
ラ
に
積
ん
だ
り
、
清
裸
に
な
っ

た
り
と
様
々
だ
が
、
常
盤
八
幡
宮
年
縄
奉
納
行
事
は
〝
常
盤

村
無
形
民
俗
文
化
財
〟
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
�
年
３
月
⓳
日
指
定
）

そ
の
指
定
申
請
書
に
よ
る
と
次
の
通
り
書
か
れ
て
い
る
の

で
、
参
考
ま
で
に
抜
粋
し
て
補
筆
す
る
。

「
年
縄
奉
納
に
つ
い
て
の
文
献
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
」。

　

こ
れ
は
国
の
政
策
と
は
関
係
な
く
、
全
く
民
間
の
信
仰
行

事
で
あ
る
が
為
で
、
当
時
、
民
間
に
文
筆
者
が
少
な
か
っ
た

故
と
思
わ
れ
る
。
現
在
続
け
ら
れ
て
い
る
弘
前
市
鬼
沢
、
五

所
川
原
市
飯
詰
地
区
で
は
江
戸
時
代
と
称
し
て
い
る
が
、
文

献
が
な
い
の
で
こ
れ
も
定
か
で
な
い
。
常
盤
八
幡
宮
年
縄
奉

納
も
右
の
通
り
で
事
実
を
証
明
す
る
も
の
は
、
昭
和
⓾
年
か

ら
の
記
念
写
真
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
古
老
の
語
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
「
八
幡
宮
建
立
当
時
か
ら
１
年
も
欠
か
す
こ
と
な

く
続
け
ら
れ
て
き
た
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
代
々
そ
れ
を
信

じ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

常
盤
八
幡
宮
の
建
立
は
、
神
主
円
太
夫
の
本
柳
村
（
貞
享

３
年
常
盤
村
と
改
称
）〝
八
幡
堂
覚
〟
に
「
右
御
堂
ハ
万
治

７
年
（
寛
文
４
年
＝
一
六
六
四
）
二
村
中
旦
那
共
新
建
致

候
」
と
あ
り
、
ま
た
、〝
社
堂
境
内
記
〟
に
「
南
向
、
二
尺

六
寸
（
約
�
㎝
）
の
御
神
体
を
祀
る
神
楽
殿
あ
り
…
…
」。

注し
め
な
わ

連
縄
は
社
の
祭
り
に
際
し
て
、
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
日
本
書
記
、
古
事
記
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
神
代

の
時
代
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら

察
す
る
に
、
常
盤
八

幡
宮
の
年
縄
奉
納
行

事
は
、
形
態
に
変
化

は
あ
っ
た
ろ
う
が
、

相
当
古
く
か
ら
続
け

ら
れ
て
来
た
行
事
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
。

古
来
、
若
者
組
・

青
年
団
の
手
で
続
け

ら
れ
て
来
た
が
、
社

会
の
移
り
変
わ
り
に
よ
り
昭
和
�
年
（
一
九
七
六
）
か
ら
〝
常

盤
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
協
議
会
〟（
俗
称
「
部
落

会
」）
が
引
き
継
ぎ
、
年
々
盛
大
…
…
。

古
来
津
軽
一
円
で
行
な
わ
れ
て
き
た
行
事
と
思
わ
れ
る
が
、

一
時
姿
を
消
し
最
近
各
地
で
復
活
し
つ
つ
あ
る
も
、
製
作
場

所
は
地
区
の
集
会
所
等
を
利
用
し
た
り
、
奉
納
の
際
は
、
リ

ヤ
カ
ー
や
自
動
車
に
積
む
等
し
て
部
落
を
一
巡
し
て
い
る
。

常
盤
地
区
は
初
奉
納
よ
り
１
年
も
欠
か
す
こ
と
な
く
（
古

伝
）
製
作
に
当
た
っ
て
は
御
宿
の
風
習
を
続
け
、
奉
納
の
祭

は
水
垢
離
で
身
を
浄
め
、
ま
わ
し
１
本
の
姿
を
守
り
続
け
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
古
来
か
ら
の
伝
統
を
守
り
奉
納
…
…
。

以
上
の
点
か
ら
こ
の
行
事
を
永
久
に
継
承
し
て
い
く
価
値

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
…
…
。」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

ま
る
の
で
あ
る
。
藤
崎
中
が
檀
家
の
様
な
も
の
で
、
甚
兵
衛

和
尚
は
ど
こ
に
で
も
出
か
け
て
ご
馳
走
に
な
り
、
お
布
施
を

も
ら
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
老
人
達
は
何
に
で
も
良
く
は
ま

る
人
を
「
甚
兵
衛
ぼ
ん
ず
だ
な
」
と
言
っ
た
も
の
だ
。

こ
の
和
尚
さ
ん
と
オ
ベ
様
や
数
人
で
句
会
を
開
く
こ
と
に

な
っ
た
。
親
分
に
句
会
の
名
前
を
付
け
て
も
ら
お
う
と
頼
ん

だ
ら
、
親
分
は
「
め
い
人
ば
か
り
集
ま
っ
て
い
る
ハか

らデ
〝
め

い
人
会
〟
テ
へ言
え

ば
良
い
デだ
ろ
うバ

」
と
い
っ
た
。

和
紙
に
筆
で
句
が
書
か
れ
て
い
て
、
表
紙
に
は
「
迷
人

会
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
の
工
夫
が
ま
た
面
白
い
。

･
西
む
い
た
犬
の
し
っ
ぽ
は
東
向
き

･
何
日
も
だ
み
（
だ
み
＝
葬
式
）
の
無
い
日
は
腹
が
ヘ
リ

･
い
い
法
事
お
布
施
と
お
膳
が
重
く
な
り

･
す
き
腹
に
仏
心
は
な
か
り
け
り

･
目
出
度
い
や
鯛
や
ひ
ら
め
や
魚
か
な

･
こ
れ
シ
ョ
ッ
パ
イ
水
持
っ
て
来
い
塩
の
引

･
木
の
す
ず
め
宿
に
と
ま
り
て
だ
ま
り
け
り

･
汽
車
も
馬
も
速
い
お
れ
ト
ン
ヂ
ャ
も
速
い
か
な

※
ト
ン
ヂ
ャ
と
い
う
男
の
子
が
一 

　

年
で
落
第
し
た
が
、
運
動
会
の　

　

マ
ラ  

ソ
ン
は
一
番
で
あ
っ
た
。

そ
の
子
の
オ
ド
サ
の
句
だ
そ
う
な

ま
た
、
和
尚
の
句
も
い
い
。

･
名
月
や
や
り
の
ト
先

端

チ
ャ
ギ
こ
杉
の
枝　

　
　
　
　
　

さ
ぞ
や
お
月
様
あ
ぶ
ね
ご
ち
ゃ
べ
し

②

表
町
に
甚
兵
衛
和
尚
と

い
う
人
が
居
た
。

定
ま
っ
た
お
寺
も
無

く
、
墓
守
り
を
す
る
よ
う

な
墓
も
な
い
の
だ
が
、
何

の
宗
旨
で
も
お
経
を
一
つ

覚
え
て
い
る
。
そ
の
当
時

は
葬
式
の
会
葬
者
に
お
昼

を
出
し
た
も
の
で
、
料
理

を
食
べ
て
か
ら
葬
儀
が
始

最
近
気
に
入
っ
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル　
　
　
　

佐
藤　

透　

　

と
に
か
く
、
面
白
い
の
で
あ
る
。
私
は
こ
う
い
う
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
が
好
き
だ
。
「
元
気
で
す
か
…
…
」
と
言
っ
て
人
の

横
面
を
引
っ
ぱ
た
く
。
引
っ
ぱ
た
か
れ
た
人
は
少
々
顔
を
ゆ

み
ど
り
子
の
眠
り
安
け
し
一
望
の

　
　
　

稲
田
は
黄
の
秋
夕
映
の
中

岩
木
嶺
の
ま
白
に
な
り
し
今
朝
の
冷
え

　
　
　

八
十
路
の
我
は
お
き
が
た
く
な
り

老
い
に
入
り
心
も
と
な
く
物
習
ふ

　
　
　

日
々
の
暮
ら
し
に
よ
ろ
こ
び
の
あ
り

夕
映
に
岩
木
嶺
は
る
か
く
れ
残
り

　
　
　

ま
た
も
え
つ
き
る
海
の
残
照

も
み
じ
葉
に
光
差
し
こ
み
紅
ら
み
し

　
　
　

色
は
目
を
射
る
黒
森
の
里

落
葉
敷
く
道
歩
み
つ
つ
く
れ
な
い
の

　
　
　

落
ち
る
一
葉
を
お
し
み
て
拾
ふ

か
た
目
に
は
思
ひ
な
や
む
事
も
な
く

　
　
　

う
き
世
の
あ
ら
し
ラ
ラ
バ
イ
と
聞
く

い
つ
の
日
か
迎
え
の
来
る
を
待
つ
身
に
は

　
　
　

月
花
水
を
良
き
友
と
し
て

が
め
な
が
ら
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
分
痛
さ

半
分
楽
し
さ
半
分
な
の
で
あ
ろ
う
。

最
近
は
蔦
温
泉
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
て
い
る
。

こ
の
組
み
合
わ
せ
は
不
釣
り
合
い
な
の
で
あ
る
。
故
に
面

白
い
の
で
あ
る
。
彼
は
真
剣
に
人
を
叩
く
の
で
あ
る
。
そ
し

て
相
手
の
健
康
を
祈
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
「
元
気
で
す

か
…
…
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
の
バ
ッ
ク
に
蔦
温
泉
が
出

て
く
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
当
の
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
氏
は
二
〇
二
二
年
⓾
月
１

日
に
病
死
し
た
の
で
あ
る
が
、
元
気
な
時
に
撮
影
し
た
映
像

は
ま
る
で
今
も
生
き
て
い
る
か
の
様
に
、
そ
れ
こ
そ
生
き
生

き
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
元
気
で
す
か
…
…
」
と
言
っ
て
老
人
達
に
長
生
き
し
ろ

よ
と
で
も
言
い
た
げ
な
映
像
で
あ
る
。

蔦
温
泉
近
く
に
お
墓
を
作
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

妻
の
田
鶴
子
さ
ん
の
た
め
の
様
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
も

ま
た
「
元
気
で
す
か
…
…
」
と
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て
言
っ
て

い
る
猪
木
氏
で
あ
る
。

と
て
も
と
て
も
面
白
く
て
、
本
当
に
元
気
の
出
る
、
そ
し

て
生
き
生
き
と
し
た
映
像
で
あ
る
。

何
の
て
ら
い
も
無
い
の
で
心
よ
り
楽
し
め
て
喜
べ
る
。

こ
う
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
き
っ
と
争
い
や
戦
争
を
な
く

す
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

先
輩
に
学
ぶ　

㉞　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　

第
三
号 

昭
和 

�
年
度　

㉑

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　
　

◇
133

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

第
三
回 

◇
◇ 

川
　
柳 

◇
◇

②

年縄奉納のお供え餅

短
歌

　
　
　
　
　

表
町　

藤
本
ち
ゑ

成 

田
　
波 

麻

新
年
を
心
し
て
剥
ぐ
老
い
の
指

田 

中 

さ
ち
子

ラ
イ
バ
ル
の
握
手
の
中
の
嫉
妬
心

木 

村
　
羊 

川

握
力
の
数
字
が
語
る
体
力
度

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

メ
モ
多
す
ぎ
困
惑
し
て
る
カ
レ
ン
ダ
ー

清 

水
　
川 

魚

旧
暦
に
ぴ
っ
た
し
進
む
農
作
業

新 

谷
　
結 

城

孤
独
感
ス
マ
ホ
に
う
っ
た
妄
想
記 


